
日消外会誌 25(11)'2878,1992年

研究速報 1311標
識 A7に よる大腸癌局所再発巣の radioimmunoimaging

宮垣 拓 也

北村 和 也

山口 俊 晴

谷口 弘 毅

山岡 延 樹

高橋 俊 雄

小谷 達 也

沢井 清 司

目的 1大腸癌の局所再発の早期診断は必ずしも容易

ではなく,従 来の画像診断に加えて病巣の質的診断を

可能にする新しい方法の開発が待たれてきた.放 射性

同位元素で標識した癌特異抗体が癌病巣に選択的に集

積することを利用 して,体 外から癌病巣を描出す る

radioimmunoimagingは,こ のような目的に合った新

しい診断法である。そこで今回われわれは, ヒト大腸

癌などと選択的に反応するモノクローナル抗体 A71)

を用いた radioimmunOimagingの,大腸癌局所再発診

断における有用性を探るため,以 下の検討を行った。

対象 と方法 :直腸癌局所再発 2 Trll,結腸癌局所再発

3例 を対象とした。クロラミンT法 2)にて A7を 1311で

標識 し,遊 離ヨー ドは G25充 損カラムで除去した(比

放射能5mCi/mg)。標識抗体5mCiを 1%ヒ トアルブミ

ン加生理食塩水に希釈 し,約 30分かけ点滴静とし,シ
ンチレーションカメラ(Digital γ Camera,GCA501A,
Toshoba,Co.Tokyo)に て経 日的に撮影 (投与後 1,

2,3,7日 目に,プ ランナー,SPECT像 にて前後像

および,矢 状断)し た。なお遊離 ヨー ドの甲状腺集積

をブロックする目的で投与 3日 前 よリルゴール液 (3

m1/day)を 内服させた,

結果 :5症 1/11中4例 において,生 検あるいは手術に

て病理学的に確認 した癌が存在する部位に 致 して

RI集 積像が得られ,いずれも標識抗体投与 2日 後に最

も明瞭 となった。Fig.1にその lT/11を示す。また経過中

に異物反応によるアナフィラキシーショックなどの言‖

作用は全 く認められなかった。

考察 :A7は 既知のものとは全 く異なった ヒト消化

器癌の細胞膜上の糖蛋白抗原を認識するマウスモノク
ローナル抗体である.本 研究では症Trll数が少ないため

診断手段 としての accuracy,specificityなどの詳細な

検討は行えないが, 5例 中 4T/11と高率に再発病巣を描

出することがで きた。これは A7を 用いた Radioim―

munoimagingは 大腸癌の局所再発を早期に診断 しう

る可能性を強く示唆するものである.し かし,現 時点

では微細な病巣の検出能は十分とはいえず,肝 臓,解

臓夕腎臓への非特異的集積も少なからず認められ,炎

症性肉芽との鑑別においても 考 を要する。しかし,
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Fig. 1 A: MRI (Sagittal plane) shows a large
mass in front of sacrum (-), B : SPECT image on
Znd day after injection of r3'I-A7

これ らの問題点は,サ ブ トラクシ ョン,網内系のブロッ

ク,核 種の変更,F(ab′ )2などの抗体 フラグメン トの

使用により診断精度を上げて行 くことで解決可能であ

り,将 来 さらに検討を続けてい く予定である.
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